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ハイブリッド木造建築で
社有寮を建て替え

積極的なIR活動を推進

　東北支店では、仙台梅田寮の建て替え工事を行って

います。RC造と木造からなるハイブリッド構造で、当

社が新たに開発した「CLTユニット工法」を適用。8月

に建て方が始まりました。

　9月27～30日には、当社の得意先を中心に現場見

学会を開催。社内外合わせて約230人が来場しまし

た。参加者からは「木造を取り入れることにより、人

だけでなく環境にも優しい建物になる点が魅力的」と

いう感想が寄せられるなど、当社の木造・木質化建築

の取り組みをPRできました。

 当社は、株主を含む機関投資家や証券アナリストを

対象に、決算説明会や個別ミーティング、現場見学会

などのIR活動※を行っています。9月5日には技術研究

所で見学会を実施しました。さらに、今年度からはメー

ルマガジン配信（月1回程度）と、トピック説明会（オ

ンライン）も開始しました。当社の事業活動や成長戦

略への理解を深めてもらうため、積極的なIR活動を推

進していきます。
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早川鉄鋼販売　金子美紀さん

2020年度鉄筋コース修了

　CADの基本操作、鉄筋納まり図の作製を中心に、建築施工や関係

法令、安全衛生管理などの知識も身に付けることができました。

　日々の業務で配筋図の作製にCADを使いますが、受講前より格段

に操作が早くなりました。また、操作に慣れない後輩に対して訓練

校で得た知識や技術を用いて指導、助言しています。ぜひ、彼ら自

身にも訓練校で学んでほしいと思っています。

　今後は、建築施工管理技士の資格取得を目指し、より一層業務に

励んでいきます。

早川 代表取締役から
鉄筋工事の施工図作製業務を担
当していたので、スキルアップ
を図るため、訓練校に送り出し
ました。現在は作製した図面を
現物と見比べながら、着実に技
術を磨いています。大林組の鉄
筋工事に貢献できる人を目指し
てほしいと思います。

担当業務で工事に貢献するため日々奮闘中

読者アンケート
2022年9月号

資格取得者発表
2022年8月末現在の資格取得届登録完了者を掲載しています

合格おめでとうございます

「入社以来当たり前だと思っていたことが、今は違う」と漠
然と感じていたが、記事を通して現状を整理でき、納得した。

部下ができ、どのようなアプローチが正解かを考えるきっ
かけになった。

ハラスメントのないもっと風通しの良い職場に

知人を探しながら、皆さんの活き活きとした顔を見ている
と元気をもらえる。

着工工事の紹介

担当業務と関連性が薄く、イメージしにくかった。

ROAD to 環境経営

木造×RC造のハイブリッド構造は次世代につながるもの
だと思った。

Port Plusに続き、木材を多用した建築への取り組みには非
常に興味がある。

Focusプロジェクト

海外赴任の経験がないが、当社社員の仕事ぶりを見ること
ができて良かった。

わたしの海外生活

Boxはある程度浸透していると思うので、もっと踏み込ん
だ内容が知りたい。

TORA no MAKI

見学会では建設技術創
出の場を体感してもら
った

海外グループ会社と連携強化 2022年度内定式を開催
　10月3日、品川事務所で2023年4月入社予定の新

卒採用者内定式が行われ、343人（事務職53人、土木

職76人、建築職157人、機電職10人、設備職47人）

に対し、内定通知書が交付されました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため3回に分け

て行われた式には、それぞれ対象の職種人事部門の役

職者が出席。各回で人事部の三栖健一部長が代表し、

「来年から当社で働くに当たり、『好奇心・探求心・そ

してvision』を持ってスタートを切れるよう、残りの

学生生活を充実させてほしい」と挨拶しました。

三栖部長が職種の代表
者に内定書を交付
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CLTユニットの据え付け作業。福島県浪江町の工場でユニット化された
後に現場搬入され、品質向上・短工期化を図る

※Investor Relationsの略。株主や機関投資家に向けて、投資判断に必要
　な企業の情報を提供する活動

各社とのディスカッションは、必要に応じ、同時通訳を介して行われた
（左）/東名多摩川橋JVなどを見学（右）

トピック説明会の初回
テーマは「環境配慮型
コンクリート」。開発担
当者からの説明と質疑
応答を行った

　9月26～28日、海外グループ会社および当社の経

営陣によるグローバルカンパニーミーティングが行わ

れました。各社の経営陣が一堂に会するのは3年ぶり。

26、27日は品川事務所で各社の業績報告やテーマ別

ディスカッションなどが、28日は東京本店管轄の現場

やPort Plus大林組横浜研修所の見学会が行われまし

た。「対話」を主軸としたさまざまな交流の機会を通

じ、当社グループの連携強化が図られました。
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